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中
阪
雅
則
町
長
は
、
所
信
表
明
の
あ
い
さ
つ
で
「
４
歳
以
下

の
人
口
が
増
加
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
将
来
的
に
人
口
が
増
加

に
転
じ
る
可
能
性
が
高
い
」
こ
と
を
紹
介
し
「
こ
の
流
れ
を
止

め
な
い
よ
う
、
子
育
て
世
代
を
は
じ
め
、
高
齢
者
ま
で
の
誰
も

が
住
み
や
す
い
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
引
き

続
き
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
」
と
語
り
、
学
校
給
食
、

特
定
健
診
と
が
ん
検
診
の
自
己
負
担
無
料
化
を
予
算
化
し
た
。

　

町
を
苦
し
め
て
い
た
財
政
難
は
大
き
く
改
善
し
、
令
和
３
年

度
の
最
終
補
正
予
算
で
は
、
財
政
調
整
基
金
が
13
億
７
２
８
４

万
円
を
超
え
た
。

暮
ら
し
応
援
の
予
算

暮
ら
し
応
援
の
予
算 

く
っ
き
り

く
っ
き
り

暮
ら
し
応
援
の
予
算 

く
っ
き
り

予
算
の
特
徴

　

令
和
４
年
度
予
算
の
最
大

の
特
徴
は
、
学
校
給
食
費
の

保
護
者
負
担
の
完
全
無
償
化

と
特
定
健
診
、
が
ん
検
診
の

自
己
負
担
無
料
化
に
あ
る
。

子
育
て
支
援
と
健
康
増
進
に

対
す
る
姿
勢
が
鮮
明
に
な
る

予
算
と
な
っ
た
。

　

老
朽
化
し
た
中
学
校
の
プ

ー
ル
は
改
修
せ
ず
、
町
民
プ

ー
ル
を
活
用
し
て
、
中
学
校

の
水
泳
授
業
を
実
施
す
る
。

新
た
に
水
泳
指
導
の
専
門
家

が
授
業
に
加
わ
り
サ
ポ
ー
ト

す
る
。

 

産
業
ま
つ
り
は
30
回
実
施

し
て
き
た
が
、
交
流
人
口
が

増
え
て
い
な
い
点
を
改
善
す

る
た
め
、
名
称
を
変
え
、
４

カ
所
あ
る
道
の
駅
な
ど
を
活

用
し
て
、
新
た
な
取
り
組
み

を
実
施
す
る
。

　

緊
急
課
題
と
な
っ
て
い
る

地
球
温
暖
化
対
策
で
は
、
自

治
体
実
行
計
画
を
策
定
す
る
。

モ
デ
ル
地
区
を
目
指
す
花
園

地
域
で
は
、
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
に
も
取
り
組
む
。

　

各
種
補
助
金
の
見
直
し
や

霊
園
へ
の
階
段
設
置
も
実
施

さ
れ
る
。

　

橋
本
市
と
伊
都
郡
が
共
同

で
設
置
し
て
い
る
国
城
寮

（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
お
よ
び

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）
は
、

本
体
工
事
が
始
ま
り
令
和
５

年
12
月
の
開
所
を
目
指
す
。

丁ノ町から妙寺方面を望む丁ノ町から妙寺方面を望む丁ノ町から妙寺方面を望む

中阪雅則町長中阪雅則町長中阪雅則町長
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令
和
３
年
度
の
最
終
補
正
の
財
政
調
整

基
金
残
高
は
13
億
７
２
８
４
万
円
。
町
が

自
由
に
使
え
る
財
政
調
整
基
金
の
推
移
を

紹
介
す
る
。
グ
ラ
フ
に
会
計
の
改
善
状
況

が
現
れ
て
い
る
。

一
目
で
分
か
る

　
　

町
の
貯
金
残
高

財
政
調
整
基
金
の
変
化

会計は改善へ 重点は教育と福祉

10億9652万円

8億4972万円

8億61万円

6億4266万円

8億3437万円

13億1603万円
13億7284万円

0
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H２７ H２８ H２９ H３０ H３１ Ｒ２ Ｒ３

億円

財政調整基金年度末残高

歳入
104億
8600万円

町税
19億4341万円

地方交付税
41億9200万円国庫支出金

8億4341万円

県支出金
6億2409万円寄附金　

3億9002万円

繰入金
5億9750万円

諸収入
1億1448万円

町債
8億1440万円

その他
9億6666万円

歳出
104億
8600万円

議会費
9748万円

総務費
16億6718万円

民生費
33億1233万円

衛生費
7億8035万円

農林水産業費
3億4937万円

商工費
１億629万円

土木費
9億5056万円

消防費
4億843万円

教育費
8億329万円

公債費
14億5954万円

その他
5億5111万円

ふるさと納税の
寄附金はここに
含まれる

福祉、介護、
子育てなどに
使うお金

自治振興・選挙など

保健、ごみ・し尿
処理など

借り入れの返済金

町民税、固定資産税、
軽自動車税など私た
ちが払っているお金

自治体の規模や財政
力に応じて国から交
付されるお金

保育や医療など
使い道の決まっ
た補助金

※万円未満は切り捨て

グ
ラ
フ
は

一
般
会
計
予
算

　
　
　
　

だ
よ

※万円未満は切り捨て



議会だよりかつらぎ
2022.５.1　9３号

予算内容

4

　　　　町内小学校５校、中学校２校の学校給食費（保護者負
　　　担分）を令和４年度から無償とする。区域外就学の児童
生徒についても同様に補助する。

概要

学校給食費無償化による
子育て支援事業

給
食
費
無
料 

町
民
喜
び
の
声

問
　
　
　

今
回
の
無
償
化
に
よ

り
町
が
組
ん
だ
新
た
な
予
算

は
。

【
教
育
総
務
課
長
】　

令
和
４

年
度
か
ら
合
計
で
５
０
０
０

万
円
程
度
の
町
負
担
と
な
る
。

今
ま
で
町
が
負
担
し
て
い
た

食
材
料
費
の
一
部
補
助
と
就

学
援
助
の
経
費
を
除
く
と
、

今
年
度
か
ら
の
新
た
な
費
用

は
３
２
０
０
万
円
。
ふ
る
さ

と
納
税
を
財
源
と
し
て
活
用

す
る
。

【
町
長
】　

宣
言
は
す
べ
き
だ

と
思
っ
て
い
る
。
慎
重
に
検

討
し
、
し
っ
か
り
Ｐ
Ｒ
し
て

い
き
た
い
。
親
の
裕
福
や
貧

困
と
は
関
係
な
く
、
子
ど
も

は
町
が
育
て
る
、
全
て
の
子

ど
も
を
同
じ
よ
う
に
扱
う
こ

と
が
大
事
。

　
　
　
「
移
住
定
住
促
進
の

ま
ち
」「
子
育
て
し
や
す
い

ま
ち
」
な
ど
の
宣
言
を
行
う

と
と
も
に
、
受
け
入
れ
相
談

窓
口
な
ど
の
設
置
を
。

問

　

妙
寺
小
学
校
で
子
ど

も
が
お
世
話
に
な
っ
て

い
ま
す
。
子
育
て
世
代

に
は
給
食
無
料
化
と
て

も
あ
り
が
た
い
で
す
。

　

保
護
者
の
立
場
と
し

て
は
あ
り
が
た
い
で
す
。

無
料
化
で
子
ど
も
が
増

え
て
ほ
し
い
で
す
。

平原  真紀 さん
ひらはら      ま　き

永坂  浩三 校長
ながさか      こうぞう
大谷小学校

あ
り
が
た
い

子
ど
も
増
え
て

妙寺中学校妙寺中学校妙寺中学校

大谷小学校大谷小学校大谷小学校

渋田小学校渋田小学校渋田小学校

１億
5489万円
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特定健康診査無料化事業
がん検診受診料自己負担無料化事業

岡　　賢司  前校長
おか   　　けん じ

　　　　町が実施する全てのがん検診無料化は県内10番目の自治体。
　　　特定健診は伊都郡内の高野町、九度山町、かつらぎ町が一斉に４月から
無料となる。がんの早期発見と町民が健康で暮らせるまちづくりを目指す。

概要

【
健
康
推
進
課
長
】　

  

３
９
０
万
円
。

　
　
　

今
回
の
特
定
健
診
、

が
ん
検
診
の
無
料
化
で
新
た

に
必
要
と
な
っ
た
予
算
は
。

問

階段の上り下りが楽に

けんしん無料  進んで受けよう

笠田中学校　
階段昇降機設置工事
　　　　障害の有無にかかわらず、誰もが支障なく学校
　　　生活を送れるよう環境を整備する。
概要

山本  勝美 さん
やまもと    かつ  み

　

す
べ
て
の
生
徒

た
ち
が
、
安
心
・

安
全
に
学
校
生
活

を
送
れ
る
よ
う
環

境
整
備
を
い
た
だ

き
、
あ
り
が
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
、
物

価
高
騰
と
大
変
な

折
、
負
担
金
が
無

料
化
と
は
あ
り
が

た
い
で
す
。
進
ん

で
健
診
を
受
け
よ

う
、
自
分
の
こ
と

で
す
。

健
診
受
け
よ
う

安
心
・
安
全

笠田中学校

イメージ写真イメージ写真イメージ写真

3939万円

1378万円

1364万円
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概要

緊急自然災害
防止対策事業
（小林谷川改修）

水害防止ようやく実現

　

区
民
の
長
年
の
願
い

で
あ
っ
た
道
路
、
河
川

の
整
備
要
望
に
対
し
、

対
応
し
て
頂
き
区
民
と

大
変
喜
ん
で
い
ま
す
。

田上  幸男 さん
たのうえ    ゆき  お

概要

概要

かつらぎ霊園
階段新設事業

 

お
年
寄
り
も
多
い
の

で
、
階
段
が
で
き
る
の

は
う
れ
し
い
。
坂
の
建

設
も
お
願
い
し
ま
す
。

長谷部  修 さん
は せ べ       おさむ

　　　   霊園北側の下段１団地に東
　　　側町道から階段を設置する。
利用者の利便性の向上を図る。

概要

　緊急自然災害防止対策事業債を活
用した小林谷川（三谷）の改修。

大
変
う
れ
し
い

改修が待たれる小林谷川改修が待たれる小林谷川改修が待たれる小林谷川

お墓参りが楽になる

坂
も
つ
く
っ
て

490万円

149万円

かつらぎ霊園かつらぎ霊園かつらぎ霊園
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道の駅
周遊促進事業

　

町
外
か
ら
の
誘
客
の
た
め
、
町
内
で

活
動
す
る
団
体
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
と

連
携
協
力
し
な
が
ら
進
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　　　　 産業まつりの在り方を見
　　　直し、かつらぎ町内で活動し
ている団体や道の駅と連携しイベン
トを実施。道の駅を中心とした町内
周遊につながる仕組みを作り、町外
からの誘客に取り組む。

概要

カーボンゼロのまちづくり
地球温暖化対策実行計画策定事業 　　　　地球温暖化対策として今年度は町の実行計

　　　画を策定する。内容は、町の事業計画となる
事務事業編、町域の計画となる区域施策編の２つ。
また、これとの関連で、国の募集事業である脱炭素
先行地域の100事例に入る努力を行い、花園地域で
の木質バイオマス発電事業の実施を目指す。

概要

福岡  剛士 課長
ふくおか    たけ  し
産業観光課

中西  一男 さん
なかにし    かず お

83万円

　

今
の
シ
ス
テ
ム
で

は
、
バ
イ
オ
で
発
電

し
た
電
気
が
、
そ
の

地
域
で
使
用
で
き
な

い
。
ま
ず
は
計
画
の

詳
し
い
説
明
を
し
て

ほ
し
い
。

産業まつりリニューアル

来
町
大
歓
迎
！

計
画
の
説
明
を

花園金剛の花園金剛の滝 小水力発電所小水力発電所花園金剛の滝 小水力発電所

かつらぎ西（上り線）かつらぎ西（上り線）かつらぎ西（上り線） くしがきの里くしがきの里くしがきの里

紀の川万葉の里紀の川万葉の里紀の川万葉の里 かつらぎ西（下り線）かつらぎ西（下り線）かつらぎ西（下り線）

300万円
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自治体オンライン手続き進む

個人でウイルス対策を
　

令
和
４
年
度
各
会
計
予
算
に
対
し
、
３
日
間
質
疑
が
行
わ

れ
た
。
８
〜
10
ペ
ー
ジ
に
質
疑
を
、
11
ペ
ー
ジ
に
は
討
論
と

採
決
を
掲
載
し
た
。

質
疑

一
般
会
計
に
対
す
る

個
人
の
対
策
な
し
は
危
険

　
　
　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ

　
　
　
　

ッ
ト
の
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
て
、
個
人
の
行

　
　
　
　

政
情
報
を
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
確
認

で
き
、
行
政
の
各
種
手
続
き
も
行
え
る
。
国
は
、
個
人
情
報

が
流
出
し
な
い
よ
う
万
全
の
対
策
を
と
る
。
個
人
の
パ
ソ
コ

ン
か
ら
情
報
が
流
出
し
な
い
よ
う
対
策
が
必
要
に
な
る
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率
は
、
２
月
半
ば
現
在
で
人
口

の
約
40
％
。

概要

　
　
　

詐
欺
被
害
が
多
発
し

て
い
る
。
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

で
手
続
き
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
、
個
人
情
報
が
盗
ま

れ
る
の
で
は
な
い
か
。

企
画
公
室
長　

個
人
の
パ
ソ

コ
ン
は
、
ウ
イ
ル
ス
対
応
ソ

フ
ト
も
最
新
の
状
態
に
す
る

必
要
が
あ
る
。
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
の
重
要
性
に
つ
い
て
周
知

す
る
。

問

　
　
　

補
助
金
の
見
直
し
は
、

ど
う
な
っ
た
の
か
。

会
計
課
長　

令
和
３
年
３
月

に
要
綱
を
改
正
。
対
象
団
体

に
事
業
計
画
書
を
提
出
し
て

も
ら
い
判
断
し
た
。

問
　
　
　

１
枚
50
円
の
可
燃
性

ご
み
袋
、
裂
け
な
い
よ
う
に

改
善
し
て
は
。

町
長　

福
祉
団
体
で
購
入
し

て
い
る
。
袋
の
改
善
を
求
め

て
い
る
。
改
善
で
き
な
け
れ

ば
取
引
先
を
代
え
る
と
伝
え

て
い
る
。

問 　
　
　
　

各
種
団
体
へ

　
　
　
　

の
補
助
金
は
、

　
　
　
　

決
算
審
査
特

別
委
員
会
に
お
い
て
、

団
体
が
実
施
す
る
事
業

へ
の
補
助
に
切
り
替
え

る
よ
う
指
摘
し
て
い
た
。

概要
事
業
へ
の
補
助
金
に

　
　
　

調
査
は
ど
う
な
っ
た

の
か
。

産
業
観
光
課
長　

コ
ロ
ナ
禍

の
中
、
業
者
と
の
協
議
も
十

分
で
き
な
か
っ
た
。
令
和
４

年
度
は
業
者
選
定
の
た
め
の

募
集
を
行
う
。

町
長　

観
光
客
を
誘
致
で
き

る
よ
う
な
提
案
が
あ
る
。
地

権
者
へ
の
説
明
も
取
り
組
み

た
い
。

問 　
　
　
　

笠
田
中
の
圃

　
　
　
　

場
整
備
は
、

　
　
　
　

圃
場
と
し
て

事
業
を
進
め
る
の
で
は

な
く
、
令
和
３
年
度
は

８
０
０
万
円
の
予
算
で

新
た
な
事
業
の
方
向
性

を
調
査
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
た
。
予
算
の
う

ち
５
７
７
万
７
０
０
０

円
が
繰
り
越
さ
れ
た
。

概要
ど
う
な
る

　
　

笠
田
中
の
土
地

裂
け
な
い
ご
み
袋
に
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さらに

進めたい木材利用
森
林
整
備
の
展
望
は

　
　
　
　

森
林
環
境
譲
与
税
の
交
付
が
本
格
化
す
る
と
、
意

　
　
　
　

向
調
査
と
そ
れ
に
基
づ
く
計
画
お
よ
び
経
営
管
理

　
　
　
　

の
事
業
が
増
え
る
。

概要

ど
う
す
る 

た
め
池

　
　
　
　

町
内
に
は
４
０
５
の
た
め
池
が
あ
り
、
池
に
よ
っ

　
　
　
　

て
は
決
壊
な
ど
の
心
配
が
あ
る
。
町
は
、
今
ま
で

　
　
　
　

点
検
調
査
を
59
池
で
行
い
、
さ
ら
に
た
め
池
劣
化

状
況
評
価
を
33
池
で
実
施
す
る
。
改
修
が
必
要
と
な
る
池
に

つ
い
て
は
、
国
・
県
・
町
の
補
助
金
と
地
元
負
担
で
改
修
を

実
施
す
る
。
受
益
面
積
５
ha
以
上
、
貯
水
量
１
０
０
０
㎥
以

上
の
場
合
、
全
面
改
修
の
地
元
負
担
は
５
％
、
部
分
改
修
は

２
・
５
％
。

概要

　
　
　

受
益
者
負
担
を
少
な

く
す
る
取
り
組
み
を
。

町
長　

た
め
池
の
廃
止
に
伴

っ
て
、
水
路
の
改
修
を
町
で

実
施
す
れ
ば
巨
額
に
な
る
。

耕
作
せ
ず
財
力
も
な
い
中
、

防
火
対
策
も
踏
ま
え
、
廃
止
、

存
続
を
考
え
る
必
要
も
あ
る
。

対
策
を
研
究
し
た
い
。

問
　
　
　

近
年
カ
ラ
ス
・
や
ま

鳩
が
大
量
繁
殖
、
農
作
物
の

被
害
が
増
し
て
い
る
。
鳥
の

捕
獲
対
策
は
。

町
長　

４
月
新
設
の
環
境
課

に
て
対
策
等
の
研
究
を
実
施

す
る
。

問

産
業
観
光
課
長　

委
託
先
の

施
業
能
力
と
の
兼
ね
合
い
が

あ
る
。

町
長　

木
材
需
要
と
も
関
わ

っ
て
く
る
。
こ
の
事
業
に
よ

っ
て
森
林
整
備
が
進
む
。
木

材
を
ペ
レ
ッ
ト
化
し
て
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
も
取
り

組
み
た
い
が
、
こ
の
分
野
で

の
雇
用
、
就
業
が
増
え
る
よ

う
先
を
見
据
え
た
取
り
組
み

を
行
い
た
い
。

　
　
　

今
後
、
森
林
環
境
譲

与
税
の
交
付
が
本
格
化
す
る
。

課
題
は
何
か
。

問

カ
ラ
ス
対
策
を

　
　
　

森
林
管
理
業
と
経
営

管
理
の
委
託
内
容
は
。

産
業
観
光
課
長　

広
口
・
平

地
区
の
２
２
２
ha
に
つ
い
て
、

森
林
管
理
計
画
を
作
成
す
る
。

　

経
営
管
理
業
務
は
、
滝
・

東
谷・短
野
地
域
の
80 

で
、

間
伐
実
施
に
伴
う
測
量
と
見

回
り
を
実
施
。
間
伐
は
令
和

５
年
度
に
行
う
予
定
。 

問

ha

倒木処理と間伐が行われた山林倒木処理と間伐が行われた山林倒木処理と間伐が行われた山林
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公民館運営の充実

住民による運営を目指す
　
　
　

公
民
館
主
事
お
よ
び

住
民
等
を
対
象
と
し
た
研
修

と
は
。

生
涯
学
習
課
長　

住
民
に
よ

る
公
民
館
運
営
を
目
指
す
。

公
民
館
主
事
の
資
質
向
上
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て

の
役
割
を
学
ん
で
も
ら
う
。

問 　
　
　
　

令
和
４
年
度

　
　
　
　

は
、
天
野
、

　
　
　
　

志
賀
、
新
城

に
公
民
館
が
設
置
で
き

る
よ
う
運
営
委
員
会
準

備
会
を
発
足
す
る
。
こ

の
中
で
住
民
に
よ
る
公

民
館
運
営
の
充
実
を
図

る
。
公
民
館
主
事
の
職

員
研
修
や
住
民
を
交
え

た
学
習
会
を
、
全
公
民

館
を
対
象
に
実
施
す
る
。

概要
公
民
館
２
館
増
え
る

　
　
　

今
年
度
は
、
国
で
４

８
０
億
円
予
算
化
さ
れ
た
。

な
ぜ
活
用
し
な
い
の
か
。
和

歌
山
県
は
全
国
最
下
位
。
司

書
職
員
を
雇
用
す
べ
き
。

教
育
長　

支
援
員
兼
務
の
司

書
は
４
時
間
勤
務
。
こ
れ
で

大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

問 　
　
　
　

令
和
４
年
度

　
　
　
　

か
ら
第
６
次

　
　
　
　

「
学
校
図
書

館
図
書
整
備
等
５
か
年

計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、

学
校
図
書
館
の
本
の
充

実
、
図
書
館
司
書
職
員

の
配
置
、
図
書
館
へ
の

新
聞
配
備
な
ど
を
推
進

す
る
。
た
だ
し
本
町
は

ま
だ
こ
の
計
画
を
実
施

し
て
い
な
い
。

概要
学
校
図
書
の
整
備

質
疑

特
別
会
計
に
対
す
る

天
野
診
療
所  

答
申
を
受
け
て

　
　
　
　

天
野
診
療
所
に
対
し
て
「
道
路
及
び
公
共
交
通
の

　
　
　
　

整
備
並
び
に
診
療
所
の
利
用
状
況
か
ら
、
既
に
一

　
　
　
　

定
の
役
割
を
果
た
し
た
も
の
と
判
断
し
ま
す
。
し

か
し
、
か
つ
ら
ぎ
町
の
高
齢
化
率
を
踏
ま
え
、
今
後
増
え
る

と
思
わ
れ
る
交
通
弱
者
に
対
す
る
医
療
体
制
を
、
天
野
地
域

だ
け
で
な
く
全
町
的
な
問
題
と
し
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
」
と
い
う
答
申
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
答
申
を
受
け
て
町
は
、

天
野
診
療
所
廃
止
の
方
針
を
決
め
、
天
野
地
区
の
自
治
区
役

員
に
説
明
し
た
。

概要

　
　
　

地
元
同
意
が

得
ら
れ
な
い
場
合
は

ど
う
す
る
の
か
。

町
長　

町
と
し
て
廃

止
の
方
針
を
出
し
た

こ
と
は
妥
当
で
あ
る
。

町
民
１
万
６
０
０
０

人
の
う
ち
４
人
利
用

だ
け
で
あ
り
、
な
ぜ

天
野
だ
け
か
と
い
う

不
公
平
は
あ
る
。
粘

り
強
く
説
明
し
て
い

き
た
い
。

問

天野診療所
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一
般
会
計

《
反
対
》
宮
井
健
次
議
員

《
賛
成
》
藤
本
憲
一
議
員

　

子
育
て
世
代
に
配
慮
し

た
学
校
給
食
の
無
償
化
、

が
ん
検
診
受
診
料
自
己
負

担
無
料
化
等
は
賛
成
。
一

方
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
事

業
は
、
憲
法
第
92
条
、
地

方
自
治
法
を
無
視
し
国
の

自
治
体
へ
の
政
策
を
押
し

付
け
る
も
の
で
反
対
。

　

令
和
４
年
度
予
算
の
特

徴
は
、
学
校
給
食
無
償
化
、

各
種
検
診
自
己
負
担
無
料

化
が
あ
げ
ら
れ
る
。
子
育

て
支
援
、
健
康
保
持
の
取

り
組
み
が
図
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
評
価
で
き
る
。
今

後
も
、
安
定
し
た
行
財
政

運
営
、
住
民
福
祉
の
向
上

に
期
待
し
て
い
る
。

後
期
高
齢
者

医
療
事
業

特
別
会
計

《
反
対
》
東
芝
弘
明
議
員

《
賛
成
》
溝
北
好
一
議
員

　

１
９
８
４
年
ま
で
日
本

は
、
被
保
険
者
本
人
の
医

療
費
負
担
ゼ
ロ
を
目
指
し

て
い
た
。
こ
の
方
向
に
こ

そ
、
日
本
の
未
来
が
あ
る
。

そ
れ
は
10
を
超
え
る
先
進

資
本
主
義
国
で
実
現
し
て

い
る
道
。
世
代
を
分
断
す

る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

は
廃
止
す
べ
き
。

　

本
年
度
予
算
は
料
率
改

定
の
年
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
経
済
が
停
滞
、
被
保

険
者
は
年
金
受
給
者
が
大

半
で
あ
る
が
、
高
齢
者
が

安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら

れ
る
環
境
に
努
め
て
い
た

だ
き
た
い
。
若
年
世
代
の

負
担
は
増
加
が
予
想
だ
が

制
度
の
安
定
運
営
を
願
う
。

賛否が分かれる!!賛否が分かれ賛否が分かれる!!賛否が分かれる!!討 論討 論討 論討 論討 論

令和４年度予算に対する採決状況（賛否が分かれた予算は９会計中３会計）

（注）大原清明議員は、議長のため採決には加わらない。　　○は賛成　　　×は反対　　　欠は欠席

会　　計　　名
議員名

結果

福
井　

強
太

松
岡　

宏
行

藤
本　

憲
一

小
林　

総
一

福
岡
久
二
子

氏
岡　
　

誠

新
堀　

行
雄

浦
中　

隆
男

赤
阪　

岩
男

東
芝　

弘
明

宮
井　

健
次

溝
北　

好
一

大
原　

清
明

○○○○×欠○○○××○－

○○○×○欠○○○○○○－

○○○○×欠○○○××○－

８対３で可決

10対１で可決

８対３で可決

一般会計

後期高齢者医療事業特別会計

国民健康保険天野診療所事
業特別会計

令
和
４
年
度
予
算

「議会だより かつらぎ」を
　  配信中
　スマートフォンやタブレット
端末を活用して、いつでもどこ
でも手軽に閲覧できます。

ぜひご利用ください
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地
方
交
付
税
が
増
額
さ
れ
る

　
　
　
　

12
年
ぶ
り
に
国
に
よ
る
普
通
地
方
交
付
税
の
再

　
　
　
　

算
定
が
行
わ
れ
、
１
億
５
０
０
０
万
円
以
上
の

　
　
　
　

増
額
補
正
が
行
わ
れ
た
。
補
正
予
算
で
は
財
政

調
整
基
金
に
３
億
６
０
０
０
万
円
以
上
を
積
み
立
て
る
こ

と
が
で
き
、
基
金
残
高
は
13
億
４
５
０
０
万
円
を
超
え
た
。

さ
ら
に
庁
舎
建
設
基
金
に
も
１
億
円
を
積
み
立
て
る
こ
と

が
で
き
た
。
財
政
は
危
機
を
脱
し
つ
つ
あ
る
。

　

３
月
会
議
で
は
、
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
や
、

個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正
、
辺
地
総
合
整
備
計
画

の
策
定
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
と
各
会
計
の
補
正
予
算
、

令
和
４
年
度
各
会
計
予
算
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
質
疑
、
採

決
が
行
わ
れ
た
。
議
案
は
全
員
賛
成
ま
た
は
賛
成
多
数
で

可
決
し
た
。

概要
一
般
会
計
補
正
予
算

３月会議

２件
10件
９件
６件
２件
３件
1件
1件
７人

３月会議
（2/28～3/22）
人 事
補 正 予 算
新年度予算
条 例
事 件 議 決
継 続 審 査
意 見 書
決 議
一 般 質 問

財政は
　危機を脱した

　
　
　

普
通
地
方
交
付
税
が

再
算
定
さ
れ
る
の
は
珍
し
い

の
で
は
。

会
計
課
長　

所
得
税
、
法
人

税
、
消
費
税
な
ど
の
国
税
収

入
が
増
え
た
の
で
交
付
税
が

増
額
さ
れ
た
。

問

　
　
　

財
政
が
か
な
り
好
転

し
て
い
る
の
で
は
。

町
長　

危
機
的
な
状
況
は
脱

し
た
。
人
口
減
少
が
進
む
と

と
も
に
生
ま
れ
て
く
る
子
ど

も
が
１
０
０
人
を
超
え
な
い

状
況
な
の
で
、
予
断
は
許
さ

な
い
。
現
在
の
会
計
状
況
は
、

今
後
の
安
定
を
保
障
す
る
も

の
で
は
な
い
。
子
ど
も
が
住

み
よ
い
ま
ち
に
な
れ
ば
、
全

て
の
住
民
に
と
っ
て
住
み
よ

い
ま
ち
に
な
る
。
４
歳
以
下

の
子
ど
も
が
移
住
に
よ
っ
て

増
え
て
い
る
状
況
は
本
町
の

希
望
だ
。

問

　

財
政
調
整
基
金
は
不
測

の
事
態
な
ど
の
財
源
不
足

に
活
用
す
る
も
の
で
、
残

高
は
災
害
等
に
備
え
て
多

い
方
が
良
い
と
思
い
ま

す
。

亀井 嘉一さん
かめ い　 よしかず

残
高
は
多
い
方
が
良
い
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停
留
所
型
は
利
便
性

が
低
い
の
で
は
な
い
の
か
。

総
務
課
長　

コ
ミ
バ
ス
に
比

べ
て
小
型
化
し
て
お
り
細
い

道
路
に
も
進
入
で
き
る
。
自

宅
か
ら
停
留
所
ま
で
の
移
動

と
電
話
予
約
が
必
要
な
こ
と

な
ど
利
便
性
に
欠
け
る
こ
と

も
あ
る
が
、
本
数
を
増
や
し

て
対
応
し
た
い
。

町
長　

ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア

と
な
る
と
地
域
公
共
交
通
会

議
で
多
く
の
理
解
が
必
要
と

な
り
、
大
き
な
課
題
。
町
全

域
の
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
よ

り
も
エ
リ
ア
型
の
ド
ア
・
ツ

ー
・
ド
ア
を
考
え
た
い
。

問 　
　
　
　

令
和
３
年
４
月
か
ら
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
と
し

　
　
　
　

て
コ
ー
ス
を
決
め
、
停
留
所
を
設
け
て
タ
ク
シ

　
　
　
　

ー
３
台
で
運
行
す
る
事
業
を
実
施
し
た
。
年
間

利
用
者
４
０
０
０
人
と
い
う
想
定
に
対
し
１
月
末
ま
で
の

累
計
利
用
者
は
１
３
８
２
人
。
今
回
は
タ
ク
シ
ー
会
社
に

運
賃
収
入
補
助
と
し
て
50
万
５
０
０
０
円
を
追
加
す
る
。

電
話
予
約
を
し
て
停
留
所
ま
で
行
っ
て
タ
ク
シ
ー
を
待
つ

仕
組
み
に
対
し
、
課
題
が
見
え
て
き
た
。

概要

農
産
物
の
送
料
補
助
活
用
少
な
く

　
　
　
　

コ
ロ
ナ
対
策
で
、
農
産
物
の
送
料
に
対
し
６
０
０

　
　
　
　

円
を
補
助
し
て
、
販
売
促
進
を
図
ろ
う
と
し
た
事

　
　
　
　

業
だ
っ
た
が
、
予
算
の
70
％
に
当
た
る
５
５
０
１

万
２
０
０
０
円
を
減
額
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

概要

　
　
　

減
額
す
る
理
由
は
。

産
業
観
光
課
長　

15
万
件
を

見
込
ん
で
い
た
が
、
申
請
が

約
５
万
件
、
３
０
０
０
万
円

程
度
と
な
っ
た
の
で
減
額
す

る
。 問

　
　
　

橋
本
市
の
よ
う
に
送

料
全
額
無
料
で
あ
れ
ば
イ
ン

パ
ク
ト
が
出
た
の
に
。

産
業
観
光
課
長　

次
回
、
取

り
組
む
機
会
が
あ
れ
ば
、
そ

れ
を
検
討
し
た
い
。

問

下
志
賀
で
飲
料
水
供
給
の
整
備
計
画

　
　
　
　

下
志
賀
の
飲
料
水
供
給
施
設
を
町
が
設
置
す
る
。

　
　
　
　

計
画
期
間
は
令
和
４
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
ま
で

　
　
　
　

の
３
年
間
。
対
象
戸
数
は
43
戸
84
人
。
た
だ
し
今

回
は
下
志
賀
の
百
田
地
区
は
計
画
に
入
っ
て
い
な
い
。

概要

　
　
　

下
志
賀
全
域
と
日
高

地
域
も
整
備
に
つ
い
て
希
望

が
あ
る
の
で
は
な
い
の
か
。

町
長　

日
高
地
域
も
一
緒
に

整
備
し
て
ほ
し
い
と
要
望
を

受
け
て
い
る
。
今
回
は
配
水

を
検
討
し
た
結
果
、
こ
の
地

域
は
分
離
を
し
て
実
施
す
る

が
、
今
後
整
備
し
て
い
く
。

問

　
　
　

１
５
０
０
万
円
ほ
ど

の
予
算
か
ら
１
０
９
６
万
２

０
０
０
円
も
減
額
す
る
の
は
。

産
業
観
光
課
長　

イ
ノ
シ
シ

の
捕
獲
量
が
９
６
２
頭
か
ら

１
３
６
頭
に
激
減
し
た
の
が

主
な
理
由
。
豚
熱
が
原
因
か

も
し
れ
な
い
が
、
イ
ノ
シ
シ

が
激
減
し
て
い
る
。

問 有
害
鳥
獣
捕
獲

　
　

イ
ノ
シ
シ
激
減

志賀百田地区志賀百田地区志賀百田地区

エリア型エリア型の
ドア・ツー・ドアドア・ツー・ドアを
考える考える

エリア型の
ドア・ツー・ドアを
考える

笠田駅出発の利用者を待つデマンドタクシー笠田駅出発の利用者を待つデマンドタクシー笠田駅出発の利用者を待つデマンドタクシー
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1月第２回会議
1月会議

国
の
制
度
不
備
を
改
善

　
　
　
　

国
の
子
育
て
世
帯
等
臨
時
特
別
給
付
金
は
、
０
歳

　
　
　
　

か
ら
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
に
対
し
、

　
　
　
　

子
ど
も
１
人
当
た
り
10
万
円
を
給
付
す
る
事
業
。

給
付
は
、
９
月
30
日
の
基
準
日
時
点
で
扶
養
者
で
あ
る
世
帯

に
対
し
実
施
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
国
の
規
定
で
基
準
日
以
降

に
母
子
家
庭
等
に
な
る
家
庭
に
は
給
付
で
き
な
い
問
題
が
発

生
し
た
。
本
町
は
県
内
で
唯
一
、
給
付
す
る
手
立
て
を
講
じ

る
。
ま
た
給
付
に
お
け
る
所
得
制
限
も
取
り
除
く
。

　

令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
の
会
期
は
、

１
月
６
日
か
ら
７
月
26
日
の
２
０
２
日

間
と
な
っ
た
。
１
月
第
２
回
会
議
は
一

般
会
計
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
、
全
員

賛
成
で
可
決
し
た
。

概要

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
防
除
対
策

　
　
　
　

外
来
種
の
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
に
よ
る
被
害

　
　
　
　

が
広
が
っ
て
い
る
。
果
樹
に
巣
く
う
と
樹
木
が
内

　
　
　
　

部
か
ら
食
わ
れ
る
。
伐
採
や
伐
根
、
根
覆
い
に
よ

っ
て
被
害
を
断
ち
切
る
必
要
が
あ
る
。
今
回
は
申
請
が
あ
っ

た
２
０
５
本
に
対
す
る
対
策
を
実
施
す
る
。

概要

　
　
　

10
月
１
日
以
降
、
母

子
家
庭
等
に
な
っ
た
た
め
に

給
付
金
を
も
ら
え
な
い
家
庭

は
何
軒
か
。
制
度
上
、
実
際

養
育
し
て
い
る
家
庭
に
給
付

金
が
渡
ら
な
い
問
題
を
ど
う

考
え
た
の
か
。

住
民
福
祉
課
長　

15
世
帯
30

人
を
想
定
し
て
い
る
。
す
で

に
給
付
さ
れ
た
家
庭
に
は
、

給
付
金
の
返
還
を
求
め
な
い
。

臨
時
給
付
金
が
届
い
て
い
な

い
世
帯
を
支
援
す
る
。

問

子どもを養育している全世帯に

給付金を支給給付金を支給給付金を支給

1件

1月会議
（1/6）

1月第2回会議
（1/28～2/1）
補 正 予 算

　
　
　

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ

キ
リ
は
今
後
も
被
害
を
及
ぼ

す
。
補
助
事
業
を
今
後
も
継

続
し
て
い
く
の
か
。

産
業
観
光
課
長　

令
和
４
年

度
も
県
事
業
が
継
続
す
れ
ば

町
も
同
額
の
補
助
事
業
を
し

て
い
き
た
い
。

問 町
長　

年
末
の
時
点
で
は

「
振
り
込
み
の
手
続
き
を
止

め
ら
れ
な
い
」
「
二
重
交
付

に
な
っ
て
し
ま
う
」
「
国
の

財
源
が
使
え
な
い
」
な
ど
の

問
題
が
あ
っ
た
。
今
回
は
裁

判
所
に
よ
る
公
的
証
明
書
の

発
行
に
基
づ
い
て
対
応
す
る
。

子
ど
も
の
た
め
の
給
付
が
、

子
ど
も
に
行
き
渡
ら
な
い
ま

ま
と
い
う
の
は
残
念
無
念
。

結
果
と
し
て
二
重
交
付
に
な

る
。
国
に
対
し
て
は
、
こ
う

　
　
　

県
補
助
事
業
と
町
補

助
事
業
と
の
関
係
は
。

産
業
観
光
課
長　

県
は
伐

採
・
伐
根
・
根
覆
い
・
ネ
ッ

ト
被
覆
に
対
し
て
補
助
事
業

を
し
て
い
る
。
町
も
同
額
上

乗
せ
の
補
助
事
業
を
し
て
い

く
。 問

　
　
　

所
得
制
限
の
超
過
で

支
給
対
象
外
と
な
っ
た
世
帯

数
の
見
込
み
は
。
場
合
に
よ

っ
て
は
バ
ラ
マ
キ
施
策
に
な

る
の
で
は
。

住
民
福
祉
課
長　

35
世
帯
の

見
込
み
。

町
長　

今
回
の
事
業
は
バ
ラ

マ
キ
施
策
で
は
な
い
。

問 い
っ
た
矛
盾
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

イメージ写真イメージ写真イメージ写真
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２
割
負
担
は
中
止
す
べ
き

国
に
提
出
し
た
意
見
書（
趣
旨
）

　
　
　
　

75
歳
以
上
の
医
療
費
窓
口
負

　
　
　
　

担
の
２
割
化
実
施
の
中
止
を

　
　
　
　

求
め
る
請
願
書
お
よ
び
同
内

容
の
陳
情
書（
２
件
）は
、
12
月
会
議
に

お
い
て
、
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
に
審

査
を
付
託
し
、
３
月
会
議
で
、
賛
成
多

数
で
採
択
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
た

本
会
議
で
は
請
願
・
陳
情
そ
れ
ぞ
れ
賛

成
多
数
で
採
択
さ
れ
、
国
に
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

概要

　

２
０
２
２
年
10
月
か
ら
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
被
保
険
者
の
う
ち
、
年
収
２

０
０
万
円
以
上
の
人
３
７
０
万
人
（
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
の
約
20
％
）
に

対
し
、
現
行
の
1
割
負
担
を
２
倍
に
す
る

２
割
負
担
が
実
施
さ
れ
る
。

  

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
高
齢
者
の
受
診
控

え
が
広
が
っ
て
い
る
。
こ
の
中
で
２
割
負

担
が
実
施
さ
れ
る
と
、
さ
ら
に
必
要
な
医

療
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
、
高
齢
者
の
暮

ら
し
と
命
、
健
康
に
重
大
な
影
響
が
生
じ

る
。
今
後
政
令
の
改
正
の
み
で
２
割
負
担

の
対
象
が
拡
大
で
き
る
と
い
う
の
も
看
過

で
き
な
い
。

  

少
な
く
と
も
現
情
勢
下
で
の
２
割
負
担

は
中
止
す
べ
き
で
、
政
府
と
国
会
の
判
断

に
よ
っ
て
中
止
は
可
能
で
あ
る
。

賛否が分かれた請願・陳情・意見書(３月会議）

（注）大原清明議員は、議長のため採決には加わらない。　　○は賛成　×は反対　欠は欠席
　　　陳情書は同内容で２件あり、採決結果も同様である。

件　　　　　名 議員名
結果

福
井

松
岡

藤
本

小
林

福
岡

氏
岡

新
堀

浦
中

赤
阪

東
芝

宮
井

溝
北

大
原

××××○欠○×○○○○－６対５で採択

××××○欠○×○○○○－６対５で採択

××××○欠○×○○○○－６対５で可決

75歳以上の医療費窓口負担の2
割化実施の中止を求める請願書

75歳以上の医療費窓口負担の2
割化実施の中止を求める陳情書

75歳以上の医療費窓口負担の2
割化実施の中止を求める意見書

ロシアによるウクライナ侵略
　について抗議する決議 全員賛成

　今回のロシアによるウクライナ侵略は、国際法や国連憲章の重大な違反であり、
力による一方的な現状変更は断じて認められない。
　ロシア軍のウクライナ領土から全ての軍隊を即時撤退させ、誠実なる国際法の
遵守をもって両国間の対話による平和的解決を強く求める。

決議文
（趣旨）

後期高齢者の医療費の２割負担

実施中止を求める意見書可決



議会だよりかつらぎ
2022.5.1　93号

議会だよりかつらぎ
2022.5.1　93号17 16



議会だよりかつらぎ
2022.５.1　9３号

一般質問

18

町民町民のおもいおもいを届ける届ける6060分町民のおもいを届ける60分

19

20

21

22

23

24

25

ページ 質　　問　　事　　項 質  問  議  員

聞こえない人へ要約筆記支援を

庁舎建築の目標は

Ｚ世代、高齢者の投票率アップを

あらゆることを想定しBCPの早期策定を

18歳成人で変わること  変わらないこと

不登校対策として、適応指導教室を

気候非常事態宣言を

福 岡 久 二 子

浦 中 　 隆 男

宮 井 　 健 次

小 林 　 総 一

溝 北 　 好 一

松 岡 　 宏 行

東 芝 　 弘 明

中阪町長

　一般質問は、町政に関する提案や質問を行うもので、持ち時間は１人60分。な
お、記事は、質問者の責任において作成されたものである。

各ページ議員名の下の
二次元コードを読み取ると
ユーチューブで質問映像を
見ることができます。

写真はコロナ対策のため、パーテーション越しに撮影している。
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福岡久二子 議員

聞こえない人へ要約筆記支援を
利用しやすい環境をつくる町 長

　
　
　

要
約
筆
記
と
は
何

か
。
ど
の
よ
う
な
資
格
か
。

住
民
福
祉
課
長　

話
さ
れ

て
い
る
内
容
を
要
約
し
文

字
に
し
て
伝
え
る
こ
と
。

手
話
習
得
の
困
難
な
中
途

失
聴
者
や
難
聴
者
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
。

要
約
筆
記
者
の
資
格
に
は

手
書
き
と
パ
ソ
コ
ン
の
２

種
類
が
あ
り
、
養
成
講
座

を
修
了
し
認
定
試
験
に
合

格
す
る
こ
と
が
要
件
。
専

門
的
知
識
と
高
度
な
技
術

が
必
要
で
、
合
格
率
も
30

％
前
後
と
低
く
、
需
要
に

対
し
て
人
材
不
足
。

問
　
　
　

要
約
筆
記
者
派
遣

が
市
町
村
の
必
須
事
業
と

な
っ
た
の
は
平
成
18
年
。

手
話
通
訳
含
め
実
績
の
説

明
を
。

住
民
福
祉
課
長　

令
和
２

年
度
ま
で
の
５
年
で
、
手

話
通
訳
は
、
年
度
平
均
で

公
的
派
遣
30
・
５
件
、
個

人
派
遣
２
１
５
件
、
41
万

５
７
３
７
円
の
謝
礼
。
要

約
筆
記
は
、
公
的
派
遣
平

成
27
年
度
２
件
、
平
成
28

年
度
〜
31
年
度
ま
で
各
１

件
、
令
和
２
年
度
０
件
、

個
人
派
遣
は
各
年
度
０
件
。

問

　
　
　

個
人
派
遣
の
内
容

を
具
体
的
に
。

住
民
福
祉
課
長　

手
話
通

訳
の
場
合
は
、
通
院
に
お

け
る
診
察
、
授
業
参
観
や

懇
談
時
な
ど
。

問

　
　
　

予
算
は
ど
う
か
。

住
民
福
祉
課
長　

必
要
な

人
に
必
要
な
だ
け
支
援
す

る
の
が
当
然
と
考
え
る
。

問

　
　
　

難
聴
者
の
つ
ど
い

で
要
約
筆
記
を
知
っ
た
と

い
う
人
も
。
当
事
者
と
連

携
で
行
う
の
が
大
事
。
障

害
が
あ
る
と
い
う
の
は
ど

う
い
う
こ
と
か
を
分
か
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
声
に
応

え
る
研
修
を
。
学
校
へ
の

出
前
授
業
も
必
要
だ
と
思

う
が
。

教
育
総
務
課
長　

４
年
生

問

　
　
　

町
長
の
考
え
は
。

町
長　

昨
年
４
月
に
条
例

を
施
行
し
た
。
障
害
特
性

に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
手
段
を
利
用
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
す
る
。

問

　
　
　

広
報
と
研
修
は
今

後
ど
の
よ
う
に
。

住
民
福
祉
課
長　

町
Ｈ
Ｐ

問

　
　
　

厚
労
省
の
調
査
に

よ
る
と
、
聴
覚
障
害
者
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手

段
で
最
も
多
い
の
は
補
聴

器
や
人
工
内
耳
の
使
用
、

次
に
多
い
の
が
筆
談
や
要

約
筆
記
で
30
％
。
手
話
は

18
％
。
要
約
筆
記
の
必
要

性
が
分
か
る
。
配
布
資
料

に
あ
る
の
は
、
私
が
直
接

聞
い
た
、
他
市
町
の
要
約

筆
記
利
用
者
の
「
助
か

る
」
と
い
う
声
。
か
つ
ら

ぎ
町
で
は
要
約
筆
記
者
派

遣
が
な
い
。
理
由
は
。

住
民
福
祉
課
長　

そ
も
そ

も
依
頼
が
な
い
と
い
う
こ

と
が
理
由
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
が
、
必
要
と
す
る
人

に
制
度
周
知
が
行
き
届
い

て
い
な
い
、
職
員
の
制
度

へ
の
理
解
が
不
足
し
て
い

る
な
ど
で
あ
る
。

問

や
町
広
報
の
ほ
か
に
、
身

体
障
害
者
会
へ
も
協
力
を

求
め
、
普
及
促
進
に
努
め

た
い
。
職
員
研
修
は
、
研

修
担
当
の
総
務
課
へ
住
民

福
祉
課
か
ら
情
報
を
提
供

し
た
い
。

の
総
合
的
な
学
習
の
中
で

福
祉
の
こ
と
を
や
る
。

　

今
年
度
、
大
谷
小
学
校

で
は
、
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
か
ら
会
話
の
基
本
、
点

字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
点

字
名
刺
の
作
成
を
学
ん
だ
。

ま
た
、
視
覚
障
害
の
人
か

ら
日
常
生
活
の
こ
と
を
聞

か
せ
て
も
ら
っ
た
。
実
際

に
触
れ
る
体
験
学
習
を
大

事
に
し
て
い
る
。

かつらぎ町の手話通訳者派遣実績
年度
Ｈ27
Ｈ28
Ｈ29
Ｈ30
Ｈ31
Ｒ２
Ｒ３

公的派遣
   25件
26
33
44
37
18
13

個人派遣
   247件
267
191
180
230
177
150

合  計
   272件
293
224
224
267
195
163

かつらぎ町の要約筆記者派遣実績
年度
Ｈ27
Ｈ28
Ｈ29
Ｈ30
Ｈ31
Ｒ２
Ｒ３

公的派遣
   2件
1
1
1
1
0
0

個人派遣
－
－
0
0
0
0
0

合  計
   2件
1
1
1
1
0
0

住民福祉課および生涯学習課提供資料に基づき
作成（Ｒ３年度はＲ４年１月末まで）
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浦 中 隆 男 議員

　
　
　

庁
舎
建
設
検
討
委

員
会
の
協
議
と
、
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
は
。

総
務
課
長　

今
ま
で
４
度

協
議
を
行
っ
た
。
今
回
、

利
便
性
、
駅
な
ど
に
近
い
、

ま
と
ま
っ
た
面
積
が
あ
る
、

紀
の
川
浸
水
想
定
区
域
外

と
し
て
３
候
補
地
か
ら
、

大
谷
駅
付
近
で
あ
る
Ｊ
Ａ

所
有
の
大
谷
選
果
場
を
選

定
し
た
。
こ
の
候
補
地
に

つ
い
て
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
た
。

問
　
　
　

賛
成
73
％
反
対
24

％
に
な
っ
て
い
る
。
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
ど
う
捉
え

て
い
る
か
。

町
長　

お
お
む
ね
理
解
を

も
ら
っ
た
と
感
じ
た
。

問

　
　
　

建
設
用
地
確
保
の

見
通
し
は
。

町
長　

集
荷
場
建
設
の
新

し
い
土
地
が
決
定
次
第
、

売
却
し
て
も
ら
え
る
と
考

え
て
い
る
。

組
む
。

問

　
　
　

大
谷
駅
の
近
く
に

庁
舎
が
建
設
さ
れ
る
こ
と

に
な
れ
ば
、
庁
舎
駐
車
場

の
一
角
に
、
Ｊ
Ｒ
利
用
者

の
専
用
駐
車
場
が
確
保
で

き
な
い
か
。

町
長　

唯
一
の
公
共
交
通

を
守
る
こ
と
は
大
事
で
あ

る
。
無
料
の
駐
車
場
を
使

っ
て
、
通
勤
・
通
学
に
も

使
え
る
こ
と
も
前
向
き
に

検
討
す
る
。

問

　
　
　

大
型
遊
具
を
備
え

た
公
園
の
整
備
に
つ
い
て
、

ど
う
思
っ
て
い
る
か
。

町
長　

遊
具
を
備
え
た
公

園
の
要
望
が
多
い
の
は
十

分
認
識
し
て
い
る
。

問

　
　
　

西
部
公
園
へ
の
設

置
が
無
理
と
な
れ
ば
、
庁

舎
建
設
を
予
定
し
て
い
た

総
合
文
化
会
館
西
側
の
土

地
に
設
置
を
す
れ
ば
と
思

う
が
。

町
長　

西
部
公
園
に
実
現

す
れ
ば
一
番
早
い
の
で
、

し
っ
か
り
と
取
り
組
む
。

見
通
し
が
立
た
な
け
れ
ば
、

提
案
の
あ
っ
た
こ
と
も
含

め
今
後
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
、
も
う
少
し
時
間
を

か
け
検
討
し
た
い
。

問

　
　
　

西
部
公
園
は
、
橋

本
市
と
九
度
山
町
も
負
担

金
を
出
し
て
整
備
し
て
い

る
、
遊
具
の
設
置
を
し
な

い
こ
と
で
合
意
し
て
い
る

が
、
ど
う
認
識
し
て
い
る

の
か
。

町
長　

両
市
町
と
も
遊
具

を
有
し
た
公
園
を
持
っ
て

い
る
、
た
く
さ
ん
要
ら
な

い
と
の
判
断
で
そ
う
な
っ

た
と
聞
い
て
い
る
。
粘
り

強
く
市
長
と
町
長
に
働
き

か
け
、
遊
具
の
設
置
が
実

現
で
き
る
よ
う
に
取
り
組

み
た
い
。

問

　
　
　

建
築
構
想
と
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

総
務
課
長　

土
地
の
取
得
、

条
例
で
庁
舎
位
置
の
決
定
、

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
反
映

し
た
基
本
構
想
案
策
定
、

財
政
面
を
考
慮
し
民
間
の

力
を
活
用
す
る
た
め
サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査

の
実
施
、
現
庁
舎
の
跡
地

利
用
も
含
め
事
業
内
容
や

事
業
手
法
の
検
討
を
行
う
。

　

民
間
の
事
業
者
か
ら
の

提
案
内
容
を
基
に
基
本
計

画
案
を
策
定
し
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
を
行
い

な
が
ら
基
本
計
画
を
策
定
、

民
間
事
業
者
に
よ
る
設

計
・
工
事
と
な
る
予
定
。

町
長　

令
和
４
年
度
中
に

土
地
を
取
得
し
５
年
度
に

実
施
設
計
が
で
き
れ
ば
、

６
年
度
に
着
工
、
完
成
は

令
和
７
年
度
ぐ
ら
い
に
な

る
見
通
し
を
持
っ
て
取
り

問

子
ど
も
が
遊
べ
る
公
園
の
整
備
を

庁舎建築の目標は
令和７年度完成で取り組みたい町 長

耐震基準を満たしていない現庁舎耐震基準を満たしていない現庁舎
急がれる庁舎建築急がれる庁舎建築
耐震基準を満たしていない現庁舎
急がれる庁舎建築
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宮 井 健 次 議員

Ｚ世代、高齢者の投票率アップを
移動投票所の研究を町 長

　
　
　

昨
年
10
月
に
行
わ

れ
た
総
選
挙
は
戦
後
３
番

目
に
低
い
投
票
率
55
・
92

％
。
２
０
０
０
年
代
の
衆

参
の
全
国
的
な
投
票
を
見

る
と
50
％
台
で
推
移
し
て

い
る
。
町
議
会
議
員
選
挙

も
前
回
60
％
台
と
過
去
最

低
だ
。
そ
の
原
因
は
。

総
務
課
長　

政
治
へ
の
関

心
の
低
下
、
政
治
へ
の
不

満
、
不
信
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
原
因
が
あ
る
。
中
で
も

若
い
世
代
の
選
挙
離
れ
が

全
国
的
に
も
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
本
町
に
お
い
て

も
高
校
生
、
大
学
生
な
ど

若
年
層
の
投
票
率
が
低
い
。

山
間
部
に
住
む
高
齢
者
は
、

自
宅
か
ら
離
れ
た
投
票
所

に
歩
い
て
い
く
の
が
困
難

と
い
う
声
も
あ
り
、
交
通

手
段
も
な
く
困
難
と
な
っ

問

て
い
る
の
が
原
因
。

　
　
　

投
票
率
低
下
の
原

因
は
２
つ
あ
る
。
１
つ
は

若
年
層
。
現
代
の
若
者
を

表
す
言
葉
に
「
Ｚ
世
代
」

と
い
う
表
現
が
よ
く
使
わ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
Ｚ
世

代
と
は
ど
う
い
う
世
代
を

い
う
の
か
。

総
務
課
長　

お
お
む
ね
25

歳
以
下
の
若
い
世
代
を
指

し
て
い
る
。
特
徴
と
し
て
、

小
さ
い
頃
か
ら
ス
マ
ホ
な

ど
が
普
及
し
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
環
境
で
の
情
報
収
集

が
当
た
り
前
の
世
代
で
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
グ
ロ
ー
バ
ル
に

つ
な
が
り
環
境
問
題
や
社

会
正
義
な
ど
に
つ
い
て
関

心
が
高
い
世
代
。

問
　
　
　

そ
の
と
お
り
だ
。

〝
自
分
た
ち
が
生
き
た
い

世
の
中
が
つ
く
ら
れ
て
い

な
い
〞
〝
若
者
の
声
が
聞

か
れ
て
な
い
か
ら
選
挙
に

行
く
気
も
し
な
い
〞
と
い

う
声
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

政
治
不
信
が
強
い
の
が
原

因
の
大
本
に
あ
る
。
こ
れ

は
行
政
の
責
任
で
は
な
い
。

問

そ
こ
で
若
年
層
の
投
票
率

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
対
策

と
し
て
期
日
前
投
票
所
を

現
在
の
１
カ
所
か
ら
箇
所

数
を
増
や
す
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　

も
う
１
つ
の
問
題
は
、

高
齢
者
の
問
題
。
高
齢
者

の
投
票
率
は
70
歳
を
過
ぎ

る
と
落
ち
て
き
て
い
る
。

投
票
率
を
上
げ
る
た
め
に

は
、
移
動（
巡
回
）投
票
所

を
作
る
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か
と
思
う
が
。

町
長　

今
後
に
つ
い
て
は
、

固
定
し
て
い
た
場
所
で
の

期
日
前
投
票
所
を
増
や
す

よ
り
、
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
中
山
間
部
の
方
へ
出
か

け
て
い
く
移
動
投
票
所
を

研
究
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
今
の
世
代
に
つ
い
て

は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
に
お

い
て
随
分
と
し
っ
か
り
と

物
事
を
見
る
力
が
付
い
た

子
ど
も
た
ち
が
育
っ
て
い

る
。
「
子
ど
も
議
会
」
の

開
催
と
併
せ
て
、
今
後
も

っ
と
深
掘
り
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　

民
生
委
員
の

協
力
員
制
度
の
導
入
と
地

域
見
守
り
協
力
員
制
度
に

つ
い
て
、
３
歳
６
カ
月
児

健
診
で
の
視
力
屈
折
検
査

の
実
施
に
つ
い
て
質
問
し

た
。 そ

の
他

Ｈ28参議院議員通常選挙

Ｈ29衆議院議員総選挙

Ｒ1参議院議員通常選挙

Ｒ3衆議院議員総選挙

全国（全体調査）
かつらぎ町

全国（全体調査）
かつらぎ町

全国（抽出調査）
かつらぎ町

全国（抽出調査）
かつらぎ町

投票率（％）
46.78
51.09
40.49
48.45
31.33
40.43
43.21
55.19

《18、19歳の投票率》
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小 林 総 一 議員

　
　
　

庁
舎
建
設
候
補
地

に
つ
い
て
二
転
三
転
し
て

き
た
。
当
初
か
ら
浸
水
想

定
区
域
で
あ
る
と
分
か
っ

て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
庁

舎
建
設
検
討
委
員
会
の
委

員
に
水
の
専
門
家
を
入
れ

て
お
け
ば
早
く
候
補
地
が

決
ま
っ
た
の
で
は
。

参
事（
総
括
担
当
）　

専
門

家
が
入
っ
て
お
れ
ば
迷
走

し
な
か
っ
た
と
思
う
。

問
　
　
　

庁
舎
建
設
を
進
め

て
い
く
中
で
、
委
員
に
ま

ち
づ
く
り
の
専
門
家
、
建

築
の
専
門
家
を
入
れ
る
べ

き
で
は
。

参
事（
総
括
担
当
）　

基
本

構
想
、
条
件
整
備
を
し
て

い
く
中
で
必
要
不
可
欠
で

あ
り
、
入
れ
る
べ
き
で
あ

る
。 問

　
　
　

建
設
に
関
す
る
町

民
へ
の
情
報
提
供
は
少
な

い
。
位
置
は
大
谷
選
果
場
、

民
活
応
募
方
式
、
跡
地
活

用
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
等
の
情
報
提
供
を
す
べ

き
。
町
は
説
明
責
任
を
果

た
す
べ
き
。

町
長　

行
政
懇
談
会
で
の

意
見
を
聞
く
機
会
、
町
広

報
で
の
特
集
な
ど
当
然
設

け
る
つ
も
り
で
あ
る
。

壊
ま
た
は
崩
壊
す
る
危
険

性
が
高
い
。

降
早
急
に
作
成
す
る
。

問
　
　
　

本
町
で
の
地
震
に

よ
る
最
大
震
度
は
。
地
震

で
想
定
さ
れ
る
被
害
状
況

は
。

危
機
管
理
課
長　

南
海
ト

ラ
フ
地
震
の
現
庁
舎
付
近

で
は
最
大
６
強
〜
６
弱
、

東
海
・
東
南
海
・
南
海
の

３
連
動
地
震
は
最
大
６
弱

〜
５
強
、
中
央
構
造
線
直

下
型
地
震
は
最
大
６
強
〜

６
弱
で
あ
る
。

総
務
課
長　

庁
舎
耐
震
結

果
に
よ
る
と
震
度
６
強
〜

７
程
度
の
場
合
、
Ｉ
ｓ
値

が
０
・
３
以
上
０
・
６
未

満
の
場
合
、
倒
壊
ま
た
は

崩
壊
す
る
危
険
性
が
あ
る
。

０
・
３
未
満
の
場
合
は
倒

問

　
　
　

新
庁
舎
完
成
ま
で

最
速
４
年
、
通
常
５
年
〜

６
年
か
か
る
。
そ
の
間
に

風
水
害
、
地
震
が
き
た
時

の
対
応
は
。
対
応
を
し
て

お
け
ば
命
を
救
う
、
け
が

を
無
く
す
こ
と
が
で
き
る
。

御
坊
市
は
来
庁
者
・
職
員

用
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
用
意

し
て
い
る
。
本
町
で
の
具

体
的
な
対
応
は
。

危
機
管
理
課
長　

行
政
デ

ー
タ
は
シ
ス
テ
ム
自
体
を

ク
ラ
ウ
ド
化
し
た
。
今
後

早
急
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
等
の

対
応
を
す
る
。
必
要
な
方

策
は
早
急
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

問

　
　
　

地
域
防
災
計
画
と

Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
の
関
係
は
、
発

災
後
72
時
間
は
防
災
計
画
、

通
常
業
務
再
開
ま
で
の
計

画
が
Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
認
識
し
て

い
る
が
、
こ
う
し
た
認
識

で
よ
い
か
。

危
機
管
理
課
長　

通
常
業

務
を
ど
の
よ
う
に
継
続
ま

た
は
復
旧
し
て
い
く
か
の

計
画
が
Ｂ
Ｃ
Ｐ
で
あ
る
。

問
　
　
　

作
成
状
況
は
。

危
機
管
理
課
長　

現
在
、

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
計

画
を
基
に
令
和
４
年
度
以

問

　
　
　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
自
然
災

害
だ
け
で
は
な
い
。
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
で
職
員
を
２

交
代
勤
務
に
し
た
町
長
の

判
断
は
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
実
践
と

し
て
良
か
っ
た
。
サ
イ
バ

ー
テ
ロ
等
あ
ら
ゆ
る
こ
と

を
想
定
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
早

期
作
成
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
町
長
の
考
え
は
。

町
長　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
当
然
必

要
で
あ
る
。
で
き
る
だ
け

早
急
に
作
成
し
有
事
の
際

に
備
え
て
い
き
た
い
。

問

行
政
が
被
災
し
た
時
の

　

業
務
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

あらゆることを想定し
　　　　BCPの早期策定を

早急に作成し有事に備えたい町 長

かつらぎ町庁舎耐震診断結果の概要

Is値の評価の目安

○構造耐震指標値（Is値0.9以上を判定する）

本館－１
（S33年築）

本館－２
（S33年築）
本館－３
（S33年築）
本館－４
（S33年築）
本館－５
（S33年築）

本館－１
（S33年築）

階

１

２

１

１

１

１

１

２

３

X方向
（Is値）

0.562

0.657

0.319

1.541

1.927

1.533

0.235

0.634

1.341

Y方向
（Is値）

0.311

0.406

0.318

0.380

0.476

2.907

0.400

0.646

0.450

判定

NG

NG

NG

NG

OK

NG

Is値が0.6以上
　倒壊、又は崩壊する危険性が「低い」

Is値が0.3以上0.6未満
　倒壊、又は崩壊する危険性が「ある」

Is値が0.3未満
　倒壊、又は崩壊する危険性が「高い」

資料　一般財団法人 日本耐震診断協会
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18歳成人で
　　変わること  変わらないこと

若者がまちづくりに参画してほしい町 長

　
　
　

20
歳
が
成
人
と
し

て
定
め
ら
れ
た
の
は
。

参
事（
総
務・厚
生
担
当
）

明
治
29
年
に
民
法
が
制
定

さ
れ
た
時
か
ら
。

問
　
　
　

先
に
選
挙
年
齢
が

18
歳
に
な
っ
て
い
る
。
課

題
は
。

総
務
課
長　

平
成
28
年
に

改
正
公
職
選
挙
法
に
て
選

挙
権
が
20
歳
か
ら
18
歳
に
、

課
題
は
投
票
率
の
向
上
だ
。

問

　
　
　

国
民
年
金
の
加
入

は
。

健
康
推
進
課
長　

加
入
年

齢
は
20
歳
で
あ
り
変
更
は

な
い
。

問

　
　
　

離
婚
後
子
ど
も
の

養
育
費
、
児
童
福
祉
等
の

手
当
相
談
窓
口
は
。

住
民
福
祉
課
長　

最
終
は

家
庭
裁
判
所
が
判
断
す
る

も
の
で
変
更
は
な
い
。
住

民
福
祉
課
が
相
談
窓
口
だ
。

児
童
福
祉
関
係
手
当
は
改

正
さ
れ
な
い
。

問

　
　
　

成
人
式
の
実
施
方

法
は
。

生
涯
学
習
課
長　

本
町
の

成
人
式
は
、
成
年
年
齢
の

引
き
下
げ
に
か
か
わ
ら
ず
、

20
歳
を
迎
え
た
方
を
対
象

に
実
施
す
る
。

問
　
　
　

女
性
の
結
婚
開
始

年
齢
は
18
歳
に
な
る
が
。

住
民
福
祉
課
長　

男
女
の

婚
姻
年
齢
は
18
歳
に
統
一
。

問
　
　
　

新
成
人
に
望
む
こ

と
、
指
針
は
。

教
育
長　

柔
軟
な
発
想
や

思
考
力
さ
ら
に
行
動
力
で

大
い
な
る
活
躍
を
期
待
す

る
。

問

　
　
　

新
成
人
に
望
む
町

民
の
姿
は
。

町
長　

新
成
人
に
望
む
姿

は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
「
情
熱

を
持
っ
て
最
後
ま
で
や
り

抜
く
力
」
だ
。
本
町
の
未

来
を
考
え
た
時
、
若
者
が

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ

く
り
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

若
い
人
が
参
画
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

だ
。
多
く
の
若
者
が
参
画

す
る
こ
と
を
願
う
。

問

　
　
　

新
成
人
の
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
相
談
は
。

産
業
観
光
課
長　

消
費
生

活
相
談
は
、
新
成
人
に
限

ら
ず
産
業
観
光
課
が
相
談

窓
口
だ
。

問
　
　
　

18
歳
で
自
己
責
任

が
問
わ
れ
る
。
事
前
教
育

は
。

教
育
次
長　

小
中
学
校
と

も
学
習
指
導
要
領
に
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
。
社
会

科
、
家
庭
科
、
特
別
の
教

科
道
徳
で
実
施
だ
。

問

　
　
　

裁
判
員
制
度
は
。

住
民
福
祉
課
長　

法
改
正

に
よ
り
裁
判
員
に
な
る
こ

と
が
で
き
る
年
齢
だ
。

問
　
　
　

進
路
・
住
所
を
決

め
変
わ
る
、
権
利
契
約
は
。

参
事（
総
務・厚
生
担
当
）

18
歳
に
な
れ
ば
、
親
の
同

意
を
得
な
く
て
も
自
分
の

意
志
で
決
め
ら
れ
る
。

問
　
　
　

18
歳
に
な
っ
て
も
、

変
わ
ら
な
い
も
の
は
。

参
事（
総
務・厚
生
担
当
）

酒
や
た
ば
こ
、
ま
た
公
営

ギ
ャ
ン
ブ
ル
は
20
歳
の
ま

ま
維
持
だ
。

問
　
　
　

18
歳
成
人
で
何
が

変
わ
る
か
。

参
事（
総
務・厚
生
担
当
）

民
法
が
定
め
る
成
年
年
齢

は
「
一
人
で
契
約
す
る
こ

と
が
で
き
る
年
齢
」
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
作
る
、

ロ
ー
ン
が
組
め
る
。
他
10

年
有
効
パ
ス
ポ
ー
ト
、
公

認
会
計
士
・
司
法
書
士
の

取
得
等
が
可
能
に
な
る
。

問

　
　
　

民
法
の
改
正
に
よ

る
成
年
年
齢
の
改
正
内
容

は
。

参
事（
総
務・厚
生
担
当
）

20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
下

げ
る
内
容
は
令
和
４
年
４

月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
。

問

令和４年成人式令和４年成人式
若さあふれる次代を担う若者たちが集う若さあふれる次代を担う若者たちが集う
令和４年成人式
若さあふれる次代を担う若者たちが集う
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不
登
校
と
は
。

教
育
総
務
課
長　

年
間
に

心
理
的
情
緒
的
な
ど
で
年

間
30
日
以
上
登
校
し
な
い

児
童
生
徒
。

問

　
　
　

保
健
室
に
入
り
に

く
い
子
ど
も
の
声
が
あ
れ

ば
、
他
に
部
屋
を
確
保
し
、

保
護
者
よ
り
学
習
指
導
の

要
望
が
あ
れ
ば
教
員
を
配

置
す
る
な
ど
の
取
り
組
み

は
評
価
す
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
学
校
外
で
の
学
習

の
場
を
確
保
す
る
取
り
組

み
は
な
い
。
適
応
指
導
教

室
と
は
。

教
育
総
務
課
長　

学
校
外

の
場
所
で
学
力
や
生
活
な

ど
の
相
談
や
指
導
す
る
場

所
で
、
県
内
15
市
町
で
開

設
。 問

　
　
　

保
護
者
よ
り
適
応

指
導
教
室
の
要
望
と
そ
の

後
は
。

教
育
次
長　

４
件
で
、
橋

本
市
の
適
応
指
導
教
室
を

紹
介
し
た
が
、
送
迎
な
ど

で
利
用
し
て
い
な
い
。

問

　
　
　

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

と
は
。

教
育
総
務
課
長　

学
校
と

家
庭
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
結
び
学
習
す
る
こ
と
で
、

整
備
済
み
。

問

　
　
　

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

と
は
。

教
育
総
務
課
長　

不
登
校

の
子
ど
も
を
受
け
入
れ
る

学
校
外
の
施
設
。
橋
本
市

２
件
、
新
宮
市
１
件
。

問
　
　
　

文
科
省
の
調
査
で

は
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
費

用
が
月
３
・
３
万
円
と
高

額
。
草
津
市
で
は
保
護
者

負
担
を
減
ら
す
た
め
最
大

問

　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
オ

ン
ラ
イ
ン
学
習
で
不
登
校

児
童
生
徒
の
状
況
は
。

教
育
次
長　

２
件
参
加
が

あ
っ
た
。
学
校
か
ら
の
誘

い
や
学
級
閉
鎖
中
の
学
習

保
障
で
み
ん
な
が
参
加
す

る
な
ら
参
加
し
た
い
と
。

問
　
　
　

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

が
整
備
で
き
て
い
る
の
で
、

早
急
に
取
り
組
ん
で
は
。

教
育
長　

学
校
に
登
校
で

問

　
　
　

保
護
者
よ
り
送
迎

に
負
担
が
あ
り
、
橋
本
市

民
で
な
い
の
に
な
ぜ
と
の

声
が
あ
る
。
文
科
省
よ
り

指
摘
さ
れ
て
い
る
適
応
指

導
教
室
の
設
置
を
。

教
育
長　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど

人
員
確
保
に
努
め
て
き
た
。

学
校
外
で
の
学
ぶ
場
が
必

要
で
、
適
応
指
導
教
室
の

準
備
を
進
め
て
い
る
。

問

　
　
　

不
登
校
の
実
態
は
。

教
育
総
務
課
長　

小
学
校

６
人
、
中
学
校
は
17
人
で

５
・
１
％
と
全
国
平
均
よ

り
１
％
高
い
。

問
　
　
　

そ
の
要
因
は
。

教
育
総
務
課
長　

情
緒
不

安
19
人
、
親
子
関
係
５
人
、

友
人
関
係
４
人
な
ど
。

問
　
　
　

年
々
増
加
す
る
中
、

文
科
省
の
「
教
育
機
会
確

保
法
」
の
不
登
校
児
童
生

徒
へ
の
支
援
の
在
り
方
は
、

従
来
の
学
校
復
帰
を
前
提

と
し
た
取
り
組
み
か
ら
子

問

ど
も
に
応
じ
た
学
校
外
で

の
学
習
の
場
を
確
保
す
る

目
的
で
は
。

教
育
次
長　

そ
の
と
お
り
。

き
な
い
、
で
き
に
く
い
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
活
用

し
た
い
。

４
万
円
助
成
し
て
い
る
。

身
近
に
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

が
な
い
た
め
民
間
の
オ
ン

ラ
イ
ン
学
習
も
対
象
に
考

え
る
べ
き
で
は
。
そ
し
て

助
成
を
。

教
育
長　

適
応
指
導
教
室

の
早
期
の
開
設
と
学
校
の

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
充
実

で
、
不
登
校
児
童
生
徒
の

学
習
環
境
を
整
備
し
た
い
。

町
長　

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

の
助
成
も
含
め
、
不
登
校

児
童
生
徒
の
学
習
権
を
確

保
す
る
取
り
組
み
が
必
要
。

不登校対策として、適応指導教室を
必要で準備を進めている教育長

（上）笠田中学校　（下）妙寺中学校
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気候非常事態宣言を
宣言に値する状況が迫っている町 長

　
　
　

戸
建
て
住
宅
の
断

熱
効
果
と
は
。

建
設
課
長　

各
家
庭
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
約
３
割

は
冷
暖
房
。
比
較
的
簡
単

で
有
効
な
方
法
は
二
重
ガ

ラ
ス
。
窓
の
断
熱
は
と
て

も
効
果
が
あ
る
。
ゼ
ロ
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ハ
ウ
ス

（
以
下「
Ｚ
Ｅ
Ｈ
」│
ゼ

ッ
チ
）
の
場
合
、
建
築
費

は
坪
当
た
り
10
万
円
か
ら

15
万
円
増
だ
が
、
年
間
で

約
24
万
円
程
度
の
経
費
削

減
が
可
能
と
い
う
試
算
が

あ
る
。

問

　
　
　

気
候
危
機
に
つ
い

て
非
常
事
態
宣
言
を
出
し

て
ほ
し
い
。

町
長　

１
・
５
℃
上
が
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
洪
水
の

危
険
が
約
２
倍
に
な
る
。

２
℃
上
が
れ
ば
２
・
７
倍

に
な
る
。
非
常
事
態
宣
言

に
値
す
る
状
況
が
迫
っ
て

い
る
。

問
　
　
　

実
行
計
画
に
あ
る

事
務
事
業
編
と
区
域
施
策

編
と
は
。

住
民
福
祉
課
長　

事
務
事

業
編
は
、
町
の
事
務
お
よ

び
事
業
に
関
す
る
温
室
効

果
ガ
ス
の
削
減
な
ど
の
計

画
。
区
域
施
策
編
は
、
町

域
に
お
け
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
促
進
、
緑
化

推
進
な
ど
の
計
画
に
な
る
。

意
し
、
取
り
組
む
仕
組
み

を
作
る
。
新
し
い
視
点
と

考
え
方
で
従
来
の
常
識
を

打
ち
破
り
た
い
。

問

　
　
　

最
後
に
答
弁
を
。

町
長　

こ
の
問
題
は
産
業

活
動
と
連
動
す
る
。
議
論

が
で
き
る
テ
ー
ブ
ル
を
用

問

　
　
　

カ
ー
ボ
ン
バ
ジ
ェ

ッ
ト
（
カ
ー
ボ
ン
＝
炭
素
、

バ
ジ
ェ
ッ
ト
＝
予
算
）
と

は
、
あ
と
ど
れ
だ
け
Ｃ
Ｏ

２
を
排
出
す
れ
ば
、
気
温

問

　
　
　

新
庁
舎
は
Ｚ
Ｅ
Ｂ

（
ゼ
ブ
、
Ｂ
は
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
の
こ
と
）
で
。
建
て

替
え
る
公
民
館
や
児
童
館

も
Ｚ
Ｅ
Ｈ
に
移
行
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

問

町
長　

基
本
的
に
は
そ
う

考
え
る
。

が
１
・
５
℃
に
達
す
る
の

か
と
い
う
こ
と
。
全
世
界

で
許
さ
れ
る
排
出
量
は
４

０
０
０
億
ト
ン
、
日
本
の

残
さ
れ
た
排
出
量
は
64
億

ト
ン
か
ら
65
億
ト
ン
。
現

在
の
排
出
量
は
年
間
11
億

ト
ン
、
６
年
間
で
予
算
を

使
い
果
た
す
。
カ
ー
ボ
ン

バ
ジ
ェ
ッ
ト
の
考
え
方
を

把
握
す
べ
き
で
は
。

住
民
福
祉
課
長　

発
言
の

と
お
り
だ
と
思
う
。

　
　
　

昨
年
10
月
に
策
定

さ
れ
た
日
本
の
第
６
次
エ

ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
特

徴
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
36
％
か
ら
38
％
に

引
き
上
げ
、
石
炭
火
力
を

26
％
か
ら
19
％
に
落
と
す

と
い
う
も
の
。
こ
の
中
で

新
し
く
９
基
、
石
炭
火
力

発
電
を
造
ろ
う
と
し
て
い

る
。
世
界
か
ら
逆
行
し
て

い
る
の
で
は
。

町
長　

石
炭
火
力
に
つ
い

て
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ

ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ

ツ
、
カ
ナ
ダ
な
ど
は
、
い

つ
ま
で
に
撤
退
す
る
か
を

明
言
し
、
ア
メ
リ
カ
は
２

０
３
５
年
ま
で
に
電
力
部

門
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
実
質
ゼ

ロ
を
表
明
。
日
本
の
取
り

組
み
は
不
十
分
な
部
分
が

あ
る
。

問

　
　
　
　
　

硬
質
お
よ
び

商
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
収

集
す
る
よ
う
法
が
求
め
て

い
る
。
対
策
を
講
じ
る
こ

と
を
質
問
し
た
。

そ
の
他
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新
し
く
な
り
住
み
や
す
い
妙
寺
団
地
の
視
察

新
し
く
な
り
住
み
や
す
い
妙
寺
団
地
の
視
察

新
し
く
な
り
住
み
や
す
い
妙
寺
団
地
の
視
察

　

１
月
26
日
、
２
月
15

日
、
３
月
２
日
委
員
会

を
開
催
。

庁
舎
の
浸
水
想
定

　
　

区
域
・
耐
震

　

現
在
の
庁
舎
は
、
国

交
省
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
よ
る
と
３
〜
５
ｍ

の
浸
水
想
定
区
域
と
な

り
、
ま
た
耐
震
性
が
低

い
た
め
崩
壊
な
ど
で
、

震
災
後
の
町
民
へ
の
支

援
な
ど
が
課
題
と
な
る
。

今
後
、
新
庁
舎
の
移
転

場
所
や
建
設
方
法
、
現

庁
舎
場
所
で
の
新
設
も

含
め
て
財
源
や
町
民
サ

ー
ビ
ス
の
在
り
方
を
協

議
す
る
。

妙
寺
総
合
選
果
場
の
設
備

　

補
助
に
係
る
申
し
入
れ

　

昨
年
12
月
会
議
後
、
Ｊ
Ａ

紀
北
川
上
に
議
長
、
町
長
名

で
中
央
総
合
選
果
場
と
妙
寺

総
合
選
果
場
の
出
荷
手
数
料

の
違
い
や
設
備
整
備
の
費
用

負
担
を
申
し
入
れ
、
１
月
に

回
答
が
あ
っ
た
。
選
果
場
は

自
主
運
営
で
申
し
入
れ
内
容

は
責
任
者
に
報
告
す
る
、
ま

た
費
用
負
担
は
検
討
す
る
と

の
こ
と
で
、
引
き
続
き
、
町

内
の
生
産
者
の
所
得
向
上
を

目
指
し
て
審
議
し
た
い
。

　

現
在
、
４
号
館
を
工
事
中

で
、
２
号
館
と
３
号
館
の
渡

り
廊
下
な
ど
か
ら
現
場
を
視

察
し
た
。
入
居
者
か
ら
「
新

し
く
な
り
住
み
や
す
い
」

「
住
宅
使
用
料
が
高
く
な
っ

た
」
な
ど
の
意
見
が
あ
る
。

１
号
館
の
２
Ｄ
Ｋ
を
見
学
し

て
、
利
用
者
の
声
を
元
に
部

屋
の
配
置
な
ど
改
良
し
て
い

る
と
報
告
を
受
け
た
。
今
後
、

妙
寺
団
地
の
排
水
や
跡
地
利

用
、
笠
田
・
渋
田
団
地
な
ど

の
建
て
替
え
な
ど
が
課
題
。

　

町
内
で
起
業
を
実
施
す
る

個
人
や
法
人
を
対
象
と
し
た

事
業
で
、
平
成
27
年
度
か
ら

飲
食
業
や
小
売
り
業
な
ど
16

件
に
補
助
し
た
。
そ
の
結
果
、

新
規
開
業
者
、
移
住
者
が
増

え
て
地
域
の
活
性
化
と
雇
用

の
増
進
と
な
っ
て
い
る
。
今

後
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
な

ど
で
支
援
予
定
。

起
業
支
援
の
実
施

妙寺団地の２号館・３号館視察妙寺団地の２号館・３号館視察妙寺団地の２号館・３号館視察

紀の川浸水想定区域図（庁舎付近）

役場
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介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
違
い
を
学
ぶ

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
違
い
を
学
ぶ

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
違
い
を
学
ぶ

　

１
月
25
日
、
２
月
18

日
、
３
月
３
日
委
員
会

開
催
。

　

１
月
25
日
は
、
委
員
会
開

催
前
に
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
開
催
し
た
。
こ

の
講
座
に
参
加
す
れ
ば
、
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
認

定
さ
れ
る
。
養
成
講
座
で
は
、

認
知
症
の
特
徴
の
説
明
と
対

応
の
仕
方
を
学
び
、
社
会
福

祉
協
議
会
が
作
成
し
た
啓
発

ビ
デ
オ
を
視
聴
し
た
。

　

今
回
の
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
は
議
員
に
よ
る
提
案
を

具
体
化
し
た
も
の
で
、
こ
の

日
、
後
半
で
実
施
し
た
介
護

保
険
関
係
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
の
調
査
も
、
議
員
提
案

を
具
体
化
し
た
も
の
だ
っ
た
。

　

介
護
保
険
に
は
、
居
宅
サ

ー
ビ
ス
と
施
設
サ
ー
ビ
ス
と

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
と
居

宅
介
護
支
援
お
よ
び
そ
れ
ら

の
予
防
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。

　

平
成
12
年
か
ら
始
ま
っ
た

介
護
保
険
は
22
年
目
を
迎
え

て
い
る
。
国
は
、
平
成
17
年

度
か
ら
要
支
援
１
と
２
の
人

を
介
護
予
防
給
付
か
ら
一
部

切
り
離
し
て
、
地
域
支
援
事

業
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

し
た
。
要
支
援
１
、
２
の
人

を
対
象
と
し
た
介
護
予
防
サ

ー
ビ
ス
の
中
に
は
、
事
業
所

に
と
っ
て
収
入
の
少
な
い
も

の
が
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
維

持
が
困
難
な
も
の
も
あ
る
。

　

実
際
の
サ
ー
ビ
ス
に
は
、

事
業
所
の
独
自
サ
ー
ビ
ス
や

施
設
入
所
中
の
食
事
代
や
部

屋
の
維
持
費
な
ど
の
費
用
も

あ
る
の
で
、
具
体
的
な
姿
を

請
願
と
陳
情
は

　

委
員
長
判
断
で
採
決

　

２
月
18
日
、
継
続
審
査
と

な
っ
て
い
た
請
願
第
２
号

「
75
歳
以
上
の
医
療
費
窓
口

負
担
の
２
割
化
実
施
の
中
止

を
求
め
る
請
願
書
」
と
陳
情

第
２
号
お
よ
び
第
３
号
（
趣

旨
は
請
願
第
２
号
と
同
じ
）

に
つ
い
て
採
決
す
る
と
、
賛

成
２
人
、
反
対
２
人
の
同
数

と
な
っ
た
の
で
委
員
長
判
断

が
必
要
と
な
り
、
請
願
と
陳

情
は
採
択
さ
れ
た
。
こ
れ
を

受
け
て
、
本
会
議
に
は
、
議

員
提
案
に
よ
る
国
へ
の
意
見

書
案
を
提
出
す
る
こ
と
と
な

っ
た
（
本
会
議
の
状
況
は
15

ペ
ー
ジ
を
参
照
）。

つ
か
み
取
る
の
は
難
し
い
。

　

２
月
18
日
は
、
介
護
認
定

の
仕
組
み
に
つ
い
て
も
学
び
、

３
月
３
日
に
は
、
令
和
４
年

度
の
予
算
に
つ
い
て
、
委
員

会
と
し
て
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

実
施
し
た
。

認知症サポーター養成講座認知症サポーター養成講座認知症サポーター養成講座

講座修了のバッジ
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住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
声
を
聴
く

　

１
月
21
日
、
２
月
22

日
、
３
月
10
日
、
３
月

16
日
委
員
会
を
開
催
。

２
月
に
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
た
。

本会議で報告する松岡委員長本会議で報告する松岡委員長本会議で報告する松岡委員長

議
員
定
数
削
減
、
報
酬
増
額
で
賛
成
多
数

に
入
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
、

報
酬
は
上
げ
る
べ
き
」
「
活

動
に
応
じ
た
政
務
活
動
費
、

委
員
長
手
当
」
な
ど
の
意
見

が
あ
り
、
採
決
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
議
員
定
数
は
削
減
、

報
酬
は
増
額
が
賛
成
多
数
で

決
定
し
た
。

３
月
16
日
の
特
別
委
員
会

　

定
数
、
報
酬
の
審
議
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

３
月
10
日
の
特
別
委
員
会

　

「
現
在
13
人
で
活
動
し
て

い
る
中
、
特
段
支
障
が
な
い
。

現
状
の
13
人
で
い
い
の
で

は
」
ま
た
、
報
酬
は
「
町
民

の
意
見
の
大
勢
を
み
る
と
報

酬
に
つ
い
て
は
現
状
維
持
」

や
「
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
増

や
し
て
よ
い
が
12
％
、
現
状

維
持
が
46
％
な
の
だ
か
ら
、

ど
ん
な
に
逆
立
ち
し
て
も
上

げ
る
と
い
う
答
え
は
出
て
こ

な
い
」
「
自
治
区
長
会
・
歴

代
議
会
モ
ニ
タ
ー
と
の
意
見

交
換
会
を
総
合
的
に
考
え
る

と
、
若
い
人
、
女
性
に
議
員

中
で
、
一
番
多
か
っ
た
望
ま

し
い
報
酬
額
は
「
20
万
〜
23

万
円
未
満
」
が
34
％
の
人
だ

っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
報
酬
や
定
数

に
つ
い
て
は
「
幅
広
い
年
齢

層
が
立
候
補
し
議
員
に
な
ろ

う
と
い
う
意
志
を
持
て
る
く

ら
い
に
は
報
酬
が
必
要
と
感

じ
る
」
「
議
員
は
住
民
の
立

場
に
立
っ
て
の
窓
口
な
の
だ

か
ら
、
議
員
数
を
減
ら
し
て

は
い
け
な
い
」
「
今
後
の
人

口
の
動
き
を
考
え
る
と
定
数

は
多
い
」
な
ど
の
意
見
が
あ

っ
た
。

　

住
民
の
意
向
を
把
握
す
る

た
め
、
無
作
為
抽
出
の
１
４

０
０
人
を
対
象
に
実
施
し
た
。

有
効
回
収
率
は
44
％
。
特
に

定
数
と
報
酬
で
は
１
５
８
件

の
意
見
、
議
会
に
関
し
て
１

３
８
件
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

定
数
は
「
削
減
す
べ
き
」

が
41
％
で
一
番
多
く
、
う
ち

「
望
ま
し
い
議
員
数
は
12
人
」

が
48
％
だ
っ
た
。
ま
た
、
報

酬
は
「
現
状
維
持
」
が
46
％

で
一
番
多
く
、
「
減
額
す
べ

き
」
が
16
％
、
「
増
や
し
て

よ
い
」
が
12
％
だ
っ
た
。

「
減
額
す
べ
き
」
と
「
増
や

し
て
よ
い
」
と
答
え
た
人
の
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昨
年
の
奨
励
賞
に
続
き
、

今
回
は
、
全
国
町
村
議
会
議

長
会
主
催
の
第
36
回
町
村
議

会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で

８
位
に
入
選
し
た
。
入
選
は

県
内
初
。
応
募
総
数
３
１
７

議
会
の
中
、
水
準
の
高
い
広

報
紙
の
中
に
入
っ
た
の
は
喜

ば
し
い
こ
と
だ
っ
た
。
町
民

の
皆
さ
ん
の
顔
写
真
と
コ
メ

ン
ト
な
し
に
は
入
選
し
な
か

っ
た
と
思
う
。
分
か
り
や
す

く
議
会
の
内
容
を
伝
え
る
と

い
う
点
が
評
価
さ
れ
て
の
受

賞
だ
っ
た
。

　

「
議
会
だ
よ
り
か
つ
ら

ぎ
」
は
、
長
い
時
間
を
か
け

て
ゆ
る
や
か
に
成
長
し
て
き

た
。
創
刊
号
か
ら
23
年
。
編

集
を
め
ぐ
っ
て
激
論
を
交
わ

し
た
り
、
大
声
で
笑
っ
た
り
、

重
た
い
空
気
に
な
っ
た
り
、

意
見
を
出
し
合
っ
た
ら
４
通

り
に
意
見
が
分
か
れ
た
り
。

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
っ
た
。

　
「
議
会
だ
よ
り
か
つ
ら
ぎ
」

の
紙
面
は
、
住
民
の
皆
さ
ん

を
含
む
、
紙
面
作
り
に
参
加

し
た
人
々
に
よ
る
縦
糸
と
横

糸
が
織
り
な
す
布
の
よ
う
に

感
じ
る
。
こ
の
布
を
さ
ら
に

親
し
ま
れ
る
も
の
に
し
た
い
。

　

編
集
委
員
会
で
は
、
入
選

し
た
他
の
広
報
紙
か
ら
何
を

新
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
呼
称

　

『
か
き
か
あ
ち
ゃ
ん
』

学
ぶ
の
か
を
検
討
し
た
。
そ

の
中
か
ら
新
し
い
案
内
役
の

「
か
き
か
あ
ち
ゃ
ん
」
と
い

う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
誕
生
し

た
。
「
か
き
か
あ
ち
ゃ
ん
」

と
い
う
言
葉
に
は
、
か
つ
ら

ぎ
町
と
柿
の
イ
メ
ー
ジ
を
重

ね
て
い
る
。
リ
ー
ド
や
概
要

を
優
し
く
、
紙
面
の
見
出
し

も
優
し
く
し
よ
う
と
い
う
点

も
一
致
し
た
。
読
み
や
す
く
、

分
か
り
や
す
く
、
親
し
み
や

す
く
を
テ
ー
マ
に
力
を
合
わ

せ
る
。
私
た
ち
に
よ
る
編
集

も
今
回
を
含
め
あ
と
２
回
。

今
年
は
町
議
会
議
員
選
挙
の

年
、
精
い
っ
ぱ
い
編
集
し
て
、

新
し
い
議
会
に
バ
ト
ン
を
渡

し
た
い
。

　

役
場
の
職
員
じ
ゃ
な
く

議
員
さ
ん
た
ち
が
書
い
て

い
る
と
最
近
知
り
ま
し

た
。
地
道
に
取
り
組
ん
で

き
た
成
果
で
す
ね
、
き
っ

と
。

木村 有子さん
き  むら　あり  こ

議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル　

８
位
入
選

議長から賞状を受け取る東芝委員長（伝達式）議長から賞状を受け取る東芝委員長（伝達式）議長から賞状を受け取る東芝委員長（伝達式） 入選した90号

議
員
が
書
い
て
い
る
と

知
ら
な
か
っ
た
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浦
中
隆
男
議
員
と
新
堀
行

雄
議
員
が
15
年
以
上
の
議
員

歴
と
な
り
、
自
治
功
労
者
と

し
て
全
国
町
村
議
会
議
長
会

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

令和４年度新モニター委嘱書の交付

２人の議員が議員15年表彰、受賞
自
治
功
労
者
表
彰

新堀 行雄 議員 浦中 隆男 議員

●  コロナ禍で休止していた議会傍聴が、可能となりました。傍聴にお越しください。
●  議会だより表紙写真を募集しています。
●  傍聴・表紙写真またご意見は、議会事務局までご連絡ください。（背表紙記載）

議会傍聴＆表紙写真募集

　令和４年３月20日、
町立笠田小学校敷地
内に完成した町立笠
田学童保育施設『笠
田ひまわりキッズ』
で放課後元気に遊ぶ
子どもたち。

表紙写真紹介

５
人
の
公
募
モ
ニ
タ
ー
選
任

　

１
月
６
日
、
２
月
１

日
、
３
月
18
日
、
委
員

会
開
催
。

　

主
な
内
容
は
、
「
議
会
モ

ニ
タ
ー
の
声
」
の
編
集
。
住

民
懇
談
会
、
議
会
モ
ニ
タ
ー

と
の
懇
談
会
に
つ
い
て
審
議

し
た
。

　

新
年
度
議
会
モ
ニ
タ
ー
一

般
公
募
者
の
審
査
を
行
い
５

人
の
モ
ニ
タ
ー
を
選
任
し
た
。

団
体
推
薦
者
は
４
月
。

住
民
懇
談
会

　

５
月
、
６
月
の
住
民
懇
談

会
開
催
を
目
指
し
て
い
る
が
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
を
考
え
具
体

的
な
方
法
、
場
所
、
対
象
者

等
は
検
討
で
き
て
い
な
い
の

が
現
状
。
今
は
、
中
止
も
含

め
て
の
準
備
段
階
。

　

昨
年
同
様
コ
ロ
ナ
禍
で
の

開
催
を
中
止
と
し
た
。
モ
ニ

タ
ー
に
は
、
１
年
間
の
感
想

等
を
レ
ポ
ー
ト
で
提
出
し
て

も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
。

議
会
モ
ニ
タ
ー
と
の

　
　
　
　
　

懇
談
会
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　議会活動に対する住民の興味と関心度を広め、
そして高める一環として、１か月１回以上は、
土又は日曜日開催の議会であれば、興味や関心
度のある住民にとっては、都合つけて出席し易
い面も出てくるのではないか。
　　　　　　　　　　　　　　　（70代男性）

本会議

　町の施設として、町民の中でこの場所を知っ
ている方がどれ位おられましょうか？
　町外・県外からの人を案内して、町の活性を
願うとしても、もっと町民全体が楽しめて、喜
ばれる場に作って頂けると良いと思うのですが。
　　　　　　　　　　　　　　　（70代女性）

総務産業常任委員会

　モニターや自治区長との意見の交換会ばかり
でなくて、かつらぎ町民達の多様な諸意見をも
幅広く聞く必要があることから、町民との懇談
会開催の姿勢が委員長から発表された。選挙で
選出された議員である以上は、「町民の総意と
理解」を確認する義務と責任が求められる。
　　　　　　　　　　　　　　　（70代男性）

広報広聴特別委員会

　紙面のレイアウトを考えたり、誤字がないか
言葉の言い回し等すみずみまで気にかけて大変
な作業がなされていた。
　楽しみにしています。
　　　　　　　　　　　　　　　（80代女性）

　質疑応答の記事内容ばかりではなくて、住民
皆様にとって、喜ばれるような情報の提供もし
ていくという認識から「どのような内容の情報
の提供をしていくか」について、お互いに話し
合いがなされているのが良かった。
　　　　　　　　　　　　　　　（70代男性）

議会だより編集特別委員会

（かつらぎ西部公園クラブハウス視察）

　若い世代の意見や感想が掲載されていて、こ
れからも子ども若い世代の掲載を期待したい。
　　　　　　　　　　　　　　　（50代男性）

議会だよりを読んで
（子ども議会中学生議員の提案記事）

　町民の声を議会運営に反映するため、
議会モニター制度を実施している。提
出された感想等レポートの一部を抜粋
し掲載する。

総務産業常任委員会視察（傍聴者も同行）総務産業常任委員会視察（傍聴者も同行）総務産業常任委員会視察（傍聴者も同行）



が
ん
ば
る
人
紹
介

が
ん
ば
る
人
紹
介

が
ん
ば
る
人
紹
介

(問い合わせ先)
　くつろぎたいのも山々
　電話 050－5307－6709

50
以
上
の
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら

れ
、
人
気
爆
発
。
ネ
ッ
ト
販
売
と

「
く
つ
ろ
ぎ
た
い
の
も
山
々
」
で
の

販
売
の
み
と
な
り
ま
す
。

無
添
加
グ
ミ
の
開
発
と

加
工
、販
売

子
ど
も
連
れ
で
も
疲
れ
な
い

観
光
農
園
を
今
年
１
月
26
日

に
オ
ー
プ
ン

　

「
く
つ
ろ
ぎ
た
い
の
も
山
々
」
は
、

家
族
で
宿
泊
で
き
る
施
設
で
す
。
親

も
子
ど
も
も
笑
顔
に
な
れ
る
よ
う
な

場
所
で
す
。
夏
は
無
農
薬
の
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
狩
り
、
冬
は
原
木
シ
イ
タ
ケ

狩
り
。
家
族
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、

子
ど
も
た
ち
が
自
由
に
遊
ぶ
間
に
、

大
人
は
こ
た
つ
カ
フ
ェ
。
そ
ん
な
空

間
で
す
。
オ
ム
ツ
替
え
や
授
乳
で
き

る
ス
ペ
ー
ス
が
な
く
苦
労
し
た
経
験

か
ら
、
ト
イ
レ
に
力
を
入
れ
、
オ
ム

ツ
ボ
ッ
ク
ス
も
作
り
ま
し
た
。
お
母

さ
ん
た
ち
が
く
つ
ろ
げ
て
幸
せ
な
の

が
な
に
よ
り
大
事
。
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

か
つ
ら
ぎ
町
へ
の
移
住
は

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
知
り
、
２
０

１
３
年
に
初
め
て
来
ま
し
た
。
夫
が

か
つ
ら
ぎ
町
の
山
に
一
目
惚
れ
し
た

の
で
す
。
２
０
１
８
年
５
月
の
移
住

で
す
。

　

子
ど
も
に
安
心
し
て
食
べ
さ
せ
ら

れ
る
グ
ミ
を
作
り
た
い
と
思
っ
た
の

が
き
っ
か
け
で
す
。
捨
て
ら
れ
る
運

命
の
フ
ル
ー
ツ
を
生
か
し
た
い
と
も

思
い
ま
し
た
。
大
学
、
乾
燥
機
メ
ー

カ
ー
、
地
域
の
農
家
さ
ん
と
共
同
開

発
。
砂
糖
も
ゼ
ラ
チ
ン
も
着
色
料
も

不
使
用
の
、
フ
ル
ー
ツ
だ
け
の
カ
ラ

フ
ル
な
無
添
加
グ
ミ
。
２
０
２
０
年

10
月
に
発
売
。
障
害
者
就
労
施
設
で

作
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
１
年
で

議
会
だ
よ
り
は

読
ん
で
い
ま
す
か

　

読
ん
で
い
ま
す
。

和歌山県かつらぎ町議会：〒649-7192  和歌山県伊都郡かつらぎ町大字丁ノ町2160番地
TEL.0736-22-0300㈹ FAX.0736-22-0604 https://www.town.katsuragi.wakayama.jp/gikai/

町議会
ホームページ

　

大
阪
府
か
ら
移
住
し
、
丁
ノ
町
で
キ
ャ
ン
プ
が
で
き
る
観
光
農
園
「
く
つ
ろ

ぎ
た
い
の
も
山
々
」
を
運
営
す
る
猪
原
有
紀
子
さ
ん
か
ら
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

い
の
は
ら  

ゆ　

き　

こ

筒状オムツボックス：木
製のふたを開けてオムツ
を投入。

車いすで入れるトイ
レで、ユニバーサル
シートに座る猪原さ
ん。
多目的トイレであっ
ても、ユニバーサル
シートのないところ
が多いという。
手前左にはオストメ
イト用トイレ、後方仕
切りの向こうには子
ども用トイレがある。

キャンプ施設の前に立つ猪原さんキャンプ施設の前に立つ猪原さんキャンプ施設の前に立つ猪原さん

和歌山県
かつらぎ町議会
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